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人権分野に関する活動報告

評 価 【本年度活動内容】
休暇制度がきちんと整えられ、社員の人
権を大切にしていることが分かる。また、
カラーユニバーサルデザインを推奨する
など、多くの人にとっての平等をかなえよ
うとしていることが分かる。

※この活動報告は、本レポート制作に関わった武蔵野大学 環境学部 佐々木重邦ゼミCOP制作プロジェクトに、
　当社活動を「見える化」する中で得た内容を基に、客観的に評価していただきました。

【連絡先】
グローバルコンパクト推進委員会  野沢 功
E-mail : gc@eblo.co.jp 
Phone : ＋81-3-5733-5151　Fax : +81-3-5733-5161

【来年度目標】
カラーユニバーサルデザインについては、
営業用ツールを整備し、年間を通じてカ
ラーユニバーサルデザインの普及活動を
実践する。
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評 価

! 腐敗防止分野に関する活動報告

環境分野に関する活動報告

労働基準分野に関する活動報告
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【本年度活動内容】
休暇制度が整えられていることが分かる
ほか、取得した社員の声を載せていること
が好印象。しかし、社員が取得しやすい状
況であるのかを示すような具体的な情報
提供があるとなお良い。

【来年度目標】
法規制遵守の規定をはじめ、それらの「社
内情報共有を最適化する」ことに焦点を
当て部門、個人レベルまで情報格差を解
消し、制度を有効に活用できる整備環境
を図る。

【本年度活動内容】
ISO14001の取得により環境保全に対
して興味を持ち、取り組んでいることが分
かる。具体的にどのような活動を行って
いるのかなどの情報があるとなお良い。

【来年度目標】
ISO14001で設定している、廃棄物再利
用率の向上をはじめ、事業内容と連動し
た環境目標（ICTソリューションサービ
ス、CSRコミュニケーション、その他環境
配慮型サービスの提供）を達成させる。

【本年度活動内容】
コンプライアンスの徹底のために体制が
整えられていることが分かる。周知徹底を
図るために研修を行っていること、そして
アンケートによってそれが効果を出してい
ることが分かり、透明性を感じる。

【来年度目標】
コンプライアンスアンケートの結果を精
査し、教育・研修を中心に具現させる。
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Grow Up ! 見える。 取組む。 成長する。

からはじまるコミュニケーション。

わたしたちは、国連グローバルコンパクトの10の原則に準拠し、
コミュニケーション活動を通して

サステナブル社会の構築に貢献してまいります。

人　　権 企業は、
 　原則１：国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、
 　原則２：自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。

労働基準 企業は、
 　原則３：組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、
 　原則４：あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、
 　原則５：児童労働の実効的な廃止を支持し、
 　原則６：雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。

環　　境 企業は、
 　原則７：環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、
 　原則８：環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、
 　原則９：環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。

腐敗防止 企業は、
 　原則10：強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである。

グローバル･コンパクトの10の原則

初のCommunication on Progress（COP）を発行するにあたり、本レポートの制作自体をこ
れまで当社が取組んでまいりましたキャリア教育活動の一環として、当社自体を教材に、CSRレ
ポートの制作を産学連携して行うことを決定し、制作プロジェクトを立ち上げました。

私たちが考えた本プロジェクトの目的は、ニッセイエブロが「よりよい企業になる」ということです。
私たちの考える「よりよい企業」とは、売上や企業規模の大小ではなく、そこで働く社員をはじめ、
その企業と関わる全ての人々が、責任ある市民として、個人や企業を取巻く社会に関心を持ち、
持続可能な社会のために考え行動する、そうした土壌を持つ企業のことです。
私たちは本プロジェクトのコンセプトを

「Ｇrow Up ! 見える。取組む。成長する。」としました。
初年度は、「見える化」を編集方針としました。
これは、社員に自社についてより知ってもらうと言うことです。自社のことを知ることによりはじめて、
改善点やより伸ばすべき点が明確になり、よりよい企業に向かっての取組みができるからです。
また、当社と関わりのあるお取引先様、協力会社様の方々には、ありのままの当社を、変わってい
く当社を、より詳しくお伝えすることができ、当社の小さな取組が少しでも良い影響として広がっ
ていくことを望みます。
私たちは2010年「見える化」を実現し、2011年には、2010年で見えた改善点や伸ばすべき点
を踏まえて「取組み」を強化し、2012年には、企業としてひと回りもふた回りも大きく成長する。
そうした3ヶ年のスパンで「よりよい企業」に成長するよう本プロジェクトを位置付けました。
この報告書は、国連グローバル･コンパクトへCommunication on Progress（COP）として提
出するばかりではなく、当社の成長のスパイラルアップを図るツールとして発行致します。

 ニッセイエブロ株式会社　グローバルコンパクト推進委員会
武蔵野大学 環境学部 佐々木重邦ゼミCOP制作プロジェクト

!

GCの理念に基づいた経営を持続し、
社会に求められる会社へ成長させます。

1グローバルコンパクトへの加盟は、「良い会社」の1つの指針
ビジネスを行っていく上で、社会に対して責任ある行動を求める理念に共感を覚え、こうした企業
になりたいと思ったことがグローバルコンパクト加盟の大きな理由です。
また、加盟することによって、その原則を守る義務が生まれます。
年一度のCommunication on Progressの発行により、事業活動をGCの10の原則に基づい
て棚卸作業を行うことができ、結果、これまでの活動内容の検証と今後の活動方針、活動内容の
検討を客観的に行うことができました。このプロセスが私たちを「より良き企業市民」へと成長さ
せてくれます。こうしたことがしっかりできていない会社は、これからは淘汰されていくと思います。
今後も、宣言に相応しい会社になる様、ますます努力していく必要があると考えています。

2Win-Winの関係を築き、社会に貢献できる会社
会社経営で大切にしていることは、基本に立ち返ること。会社は何のためにあるのかと考えたと
き、社会のため、利害関係者のため、社員、お客様、地域の皆様のためにあるということを意識して
います。そしてこれらのステークホルダーと共存していくWin-Winの関係を築きたいと思っていま
す。どちらかだけが得をするのではなく、お互いに利益を生む関係を作る必要があります。
こういった経営理念の下、CSR活動は企業の根幹と位置付け、事業を通して世の中を良くしてい
き、人々を幸せにしていかなければなりません。逆に言えば、これができなければ企業の存続する
意味はないと考えます。

3社会の変化に敏感になり新しいことに挑戦する
私たちが携わってきた広告・印刷・出版などは厳しい状況に置かれています。ネット社会の急激な
進展に伴い、旧来型事業の需要が縮小しているのも事実です。私たちの業界に限らず、世の中全
体が不況傾向にある中、社会の変化にいち早く対応し、GCの理念に基づいた新しい経営、市場
の創造が会社存続のキーポイントになり、事業の持続可能性を高めることに繋がります。
これは、当社が社会に求められる企業に成長することであり、社員を社会に求められる人材に育
成することに繋がります。
社会への新たな挑戦は、私の目指すところであり、社員に求めるところです。

編集方針

代表取締役社長

Top Commitment
トップコミットメント
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電子出版
収益モデル

社会貢献
地域貢献
プロボノ
ISO26000
GRIガイドライン
コーズ･マーケティング

ブランディング
CI・VI
ペットマーク
キャラクター
社員教育
企業広告
パッケージ
運用マニュアル

営業支援
パンフレット　eラーニング
販社向けセミナー
管理システム
セールスマン･コンテスト
モバイル･インフラ

販売促進
販促キャンペーン　店頭･店内装飾
　　店頭販促企画　モバイル･プロモーション
　　　インスタントウィン　タッチ＆トライ
　　　　店内販促企画　マネキン販売
　　　　クーポン　ゾーニング
　　　フェイシング　POP
　　キャンペーンサイト
フラッシュマーケティング

工場見学
　施設見学　告知サイト
　　シャトルバス運営　PR
　　　事業紹介映像　ノベルティ　ポスター
　　　　　モバイル･プロモーション
　　　　　　バズ･マーケティング

会社案内
　営業案内　パンフレット　商品カタログ
　　アニュアルレポート　CSRレポート
　　　コーポレート・サイト

周年広報
　記念誌　記念式典
　　コーポレート･プロモーション･ビデオ
　　　記念品
    　　招待状

ナレッジマネジメント
　社内報
　イントラネット
　　eラーニング
　　　集合研修
　　遠隔地セミナー
　テレビ会議

社内IT環境
　運用環境

新端末対応
　新端末導入支援

商　号 ニッセイエブロ株式会社 [英文表記／NISSEI EBLO INC.]

設　立 1950年2月（創業／1944年6月）

資本金 9,000万円

代表者 代表取締役社長　亀田 修平

従業員数 55名

事業所 本社
 〒105-0004 東京都港区新橋5-20-4
 TEL.03-5733-5151　 FAX.03-5733-5161

昭和19年 （1944） 亀田英二が個人営業として千代田区神田和泉町に日本青写真工業社を創業

昭和22年 （1947）  株式会社日本青写真工業社として発足

昭和25年 （1950）  日本青写真株式会社設立

昭和26年 （1951）  株式会社日本青写真工業社および日本青写真株式会社合併

昭和27年 （1952）  マイクロ写真部を設置

昭和32年 （1957） 印刷部を設置

昭和46年 （1971） 港区西新橋に本社ビル竣工、本社を移転
  社名を日青工業株式会社と変更

昭和59年 （1984） 港区西新橋に本社第二ビル竣工　制作部を設置

昭和60年 （1985） 企画･デザイン部門設置、映像制作業務を開始

昭和61年 （1986） 亀田修平が代表取締役社長に就任

平成元年 （1989） CI導入、社名をニッセイエブロ株式会社に変更

平成11年 （1999） Web制作・システム開発事業を本格的に開始
  情報公開法公布に伴い、文書管理業務を開始

平成13年 （2001） 港区新橋に本社ビル竣工、本社を移転

平成15年 （2003） ISO14001を取得

平成18年 （2006） プライバシーマークを取得

平成20年 （2008） コンプライアンス態勢発足

平成21年 （2009） 内部通報制度スタート

平成22年 （2010） 国連グローバル・コンパクトへの参加

　マスメディア
（テレビ、新聞、雑誌、ラジオ）
　OOHメディア

（屋外、交通、シネマ、デジタルサイネージ）
　SPメディア

（折込チラシ、DM、POP、のぼり、フリーペーパー）
　ネットメディア

（リスティング、バナー、リッチメディア、ストリーミング、
オプトイン、ターゲティング、モバイル）

広　告

タッチ＆トライ型イベント
文化催事

懸賞キャンペーン
サンプリング
マネキン販売

ソーシャルメディア
（SNS、ミニブログ、音声･動画共有サービス、

商品クチコミ・コメント/評価）
モバイルアプリ・デスクトップアプリ

キャンペーンサイト

プロモーション

ニュースリリース
　メディア･トレーニング

　記者発表会･プレスイベント
　危機管理広報

広　報
広告、SPの表現プランの企画･制作
会報誌、情報誌の企画･取材･編集
テレビCM、ラジオCMの企画･制作

Webの企画･制作
スタジオ撮影、ロケーション撮影
キャラクターの企画･制作
CI、VI、プラン企画･制作

クリエイティブ・エディトリアル

ポスター
パンフレット
フライヤー
DM

会社案内
社内報

CSRレポート
アニュアルレポート

論文集
書籍

定期刊行物

印刷物

DVD・CD・USB制作プレス
　電子書籍･電子カタログ
eラーニングコンテンツ
　全文検索システム

　Word・PowerPoint対応

電子媒体

テレビCM
販促用ビデオ
研修用ビデオ
ストリーミング映像
ポップアップ広告
イベント用映像

映　像

SEO・LPO・EFO
ユーザビリティ設計･制作
アクセシビリティ設計･制作
運用支援･更新委託

Webサイト

ホスティングサービス
ドメイン取得

ハウジングサービス
認証基盤対応
暗号化対策

Webインフラ

業務向けシステム
eラーニングシステム
文書管理ソリューション
地理情報システム
CRM・グループウェア
オープンソース導入支援

業務･イントラ系

CMS構築･導入支援
Webアプリケーション制作
サイト内全文検索

ECサイト・商品データベース
ターゲット解析・レコメンド
DRM・課金対応

Webシステム

スペシャルサイトの企画･制作
キャンペーン･サイト
リッチコンテンツ･サイト
ランディングページ
CSR/IR/採用サイト

フォーラム･掲示板･投稿サイト
音声読み上げ・PIPサイト

スペシャルサイト

モバイルサイト（全キャリア）
　モバイルFLASH
モバイルアプリ

iPad/スマートフォンアプリ
AR

モバイル

FLASHコンテンツ
動画･ストリーミング
ライブカメラ・中継
地図コンテンツ
３D・VRコンテンツ
グラフ･ダッシュボード

リッチコンテンツ

Business Concept Chart

事業テーマ
我々はコミュニケーション分野の課題解決型企業として
顧客に最適な価値を提供することを追及し続けます。

ミッション ヒトと社会を豊かにするコミュニケーションの創造

FAX調査・郵送調査
　インタビュー調査
　会場調査･CLT調査
　ホームユーステスト

　覆面調査（ミステリーショッパー）
アイトラッキング調査
インターネットリサーチ

調査･分析

IMC（ｲﾝﾃｸﾞﾚｲﾃｨｯﾄﾞ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）
Webセンタリングマーケティング
CRM（ワン・トゥ・ワン・マーケティング）
コーズ･マーケティング
ソーシャル･マーケティング
エリア･マーケティング
マス･マーケティング

コミュニケーション･プラン

Company Overview
会社概要

Activities
事業内容

History
沿　革
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電子出版
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社会貢献
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販売促進
販促キャンペーン　店頭･店内装飾
　　店頭販促企画　モバイル･プロモーション
　　　インスタントウィン　タッチ＆トライ
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　　　フェイシング　POP
　　キャンペーンサイト
フラッシュマーケティング

工場見学
　施設見学　告知サイト
　　シャトルバス運営　PR
　　　事業紹介映像　ノベルティ　ポスター
　　　　　モバイル･プロモーション
　　　　　　バズ･マーケティング

会社案内
　営業案内　パンフレット　商品カタログ
　　アニュアルレポート　CSRレポート
　　　コーポレート・サイト

周年広報
　記念誌　記念式典
　　コーポレート･プロモーション･ビデオ
　　　記念品
    　　招待状

ナレッジマネジメント
　社内報
　イントラネット
　　eラーニング
　　　集合研修
　　遠隔地セミナー
　テレビ会議

社内IT環境
　運用環境

新端末対応
　新端末導入支援

商　号 ニッセイエブロ株式会社 [英文表記／NISSEI EBLO INC.]

設　立 1950年2月（創業／1944年6月）

資本金 9,000万円

代表者 代表取締役社長　亀田 修平

従業員数 55名

事業所 本社
 〒105-0004 東京都港区新橋5-20-4
 TEL.03-5733-5151　 FAX.03-5733-5161
 http://www.eblo.co.jp/

昭和19年 （1944） 亀田英二が個人営業として千代田区神田和泉町に日本青写真工業社を創業

昭和22年 （1947）  株式会社日本青写真工業社として発足

昭和25年 （1950）  日本青写真株式会社設立

昭和26年 （1951）  株式会社日本青写真工業社および日本青写真株式会社合併

昭和27年 （1952）  マイクロ写真部を設置

昭和32年 （1957） 印刷部を設置

昭和46年 （1971） 港区西新橋に本社ビル竣工、本社を移転
  社名を日青工業株式会社と変更

昭和59年 （1984） 港区西新橋に本社第二ビル竣工　制作部を設置

昭和60年 （1985） 企画･デザイン部門設置、映像制作業務を開始

昭和61年 （1986） 亀田修平が代表取締役社長に就任

平成元年 （1989） CI導入、社名をニッセイエブロ株式会社に変更

平成11年 （1999） Web制作・システム開発事業を本格的に開始
  情報公開法公布に伴い、文書管理業務を開始

平成13年 （2001） 港区新橋に本社ビル竣工、本社を移転

平成15年 （2003） ISO14001を取得

平成18年 （2006） プライバシーマークを取得

平成20年 （2008） コンプライアンス態勢発足

平成21年 （2009） 内部通報制度スタート

平成22年 （2010） 国連グローバル・コンパクトへの参加
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ECO REPORT WAY 21

社会に対する責任のある行動

社員の
社会に対する関心の醸成

社員の
仕事に対する誇りの醸成

より良い企業市民へ

Approach on CSR

社会の成熟化、情報技術の飛躍的な進展に伴い、
企業は、自身を取巻く様々な環境と無縁ではいられなくなりました。

企業は自身の利益のみを追求するのでは無く、自身を取巻く環境と共に共生していかなければなりません。
小さくとも社会に必要とされる企業を目指し、

私たちを取巻く社会と積極的に関わり、その責務を果たしていきたいと思います。
私たちは、事業の社会的責務である情報資産の管理や、持続可能な社会のための環境保全、

そして次世代を担う若者の育成などを通じて社会に貢献しています。

CSRへの取組み

グローバルコンパクトへの参加

産学連携による 「WIN-WIN型 教育プログラム」 

 ECO REPORT WAY 21による 
学生のWin  企業のWin  

●日頃の研究を実践できる機会 
●コミュニケーションスキルの向上 
●自身の就職活動等に向けた企業研究 
●企業で働く人々との交流 
●エコプロダクツ展への出展、プレゼンテーション 

●現報告書の有効活用、読者数の拡大 
●学生の企業に対する理解の向上 
●次世代の人材育成という社会貢献 
●報告書制作や活動改善の参考 
●企業が欲しい人材の発見 

2008年より、企業からご提供いただいた「CSR・環境報告書」を

次世代の主役となる20代の若者 （学生）たちが丹念に読み解き、

「21の指標」をもとに分析・評価しています。分析・評価結果につ

いては、レポートにまとめ、学生が企業に訪問し、報告とともに意

見交換する場を設けています。

企業が未来に向けて「環境意識の高い人材」を育むことは、「人」

に焦点を当てた、『CSR』の一つと考えます。学生にとっては、企

業との接点を持つことにより、より実践的な活動機会を得ること

ができます。また、この活動では、自ら考え、行動するPDCAサイ

クルの実践により「自律型人材への成長」を目指しています。

ニッセイエブロ株式会社は、CSR活動に積極的に取組む上で国連の提唱する企業の自主行動原則で
ある『グローバル・コンパクト※１』への支持を表明。当社社長による書簡を国連事務総長に提出、受理
され、2010年1月6日付で国連グローバル・コンパクトへ正式に参加しました。
今後は、国連グローバル・コンパクトの10原則を社内外に浸透・周知させるよう努めるとともに、10原
則に関する当社の取組み状況を積極的に公開してまいります。

ニッセイエブロ株式会社はCSR活動の一環として「次世代の人材育成支援」を行っています。
その中の一つである「ECO REPORT WAY 21」を紹介いたします。

P
D

C
A

エコプロダクツ展に成果報告す
ることを1年間の到達地点とし、企
業選定、役割分担等計画を立てる

企業のCSR報告書の分析・評価
を行い、評価した企業に訪問し、
評価結果を報告する 

エコプロダクツ展への出展を通
して来場者の意見等を集約。活
動の課題を洗い出す 

次年度に向けてさらに本プログ
ラムが学生・企業に有益な内容
になるための施策を打つ 

正直、はじめは、どうなっていくのか？？？と言う場面の
多い取組みでした。 キックオフ当時は、学生の皆さん
も慣れない中、大変だったと思います。現在、三年目と
なり、先輩から後輩へと継承され、矢内学部長、佐々木
教授のもと、彼らは自律的に考え、行動できるように
なっています。 一方、企業のご協力も頂き進めてきた
中、企業担当者からも多くの好評を得ています。 また、
学生のモチベーションも高く、教授からも日頃、大学で学んでいる事を、こ
のような機会で発揮できる場は、キャリア教育の面でも有効であるとの言
葉を頂いています。
学生というと社会人からは、兎角「まだ何も分かっていない」等と言われが
ちです。しかし、それは私たちが学生だった時も、同じであり、企業の色に
染まっていないからこそ、まっすぐに考え、意見できることも多いと知りま
した。 企業にとって将来のステークホルダーになりうる彼らの視点は、時
に企業に身を置く側にとって、気がつかないことを教えられたりすることも
あるようです。 
このECO REPORT WAY 21が企業と学生にとって、さらにWin-Winな取
組みに発展させていきたいと願っています。これからも次世代を担う学生の
「まっすぐな」心意気に、エールを送りつつ、私たちも取組んでいきます。 

有意義な活動内容に惹かれ入りました。
授業内での発表を聞き、自分も大勢の人の前でこんな
に堂 と々発表したいと思ったのが、このプロジェクトに
興味を持ったきっかけです。また活動内容も、学生の
うちに企業の方と直接お話しをする機会がとても有意
義なことであり、魅力的に感じました。将来のために自
分を成長させてくれる場だと思い、このプロジェクトに
入りました。

授業では学べない企業の環境活動を知れました。
環境学科生として授業でも環境について勉強していますが、それを実践
的に学ぶ場はなかなかありません。この活動では、報告書を読むことで企
業が行っている環境活動や法令について知ることができ、授業で学んだ
内容もアウトプットすることができます。また、興味のある業種の環境政策
についても深く知ることができ、自分の将来について真剣に考える様にな
りました。

さらに上を目指し、貪欲に進みたい。
プロジェクト全体の目標は、先輩たちが築き上げた実績をさらに上回る
様、貪欲な気持ちで活動したいと考えています。企業に訪問するだけでな
くエコプロダクツ展で自分たちの活動を一般の人にアピールで
きるので、そこで第三者の意見をいただき活動に反映させたい
と思っています。また、自分自身、より環境や社会の知識を深め、
卒業後にその知識を活かせる様な活動をしたいと考えていま
す。企業の方とお話をする機会も多いので、マナーをしっかりと
身につけ社会に出ても恥をかかない社会人になりたいです。

武蔵野大学 
環境学部 2年
小野 弘祐（次期リーダー）

ニッセイエブロ株式会社
伊関 直人

情報セキュリティ
個人情報はもとより、情報資産全体を厳格に管理すべく、
ISO27001/ISMSの認証取得に向け、マネジメントシステ
ムを現在、構築中です。

法規制遵守（ｐ7.9）
個人情報保護法を遵守するために、プライバシーマークを
取得。その他、各法規遵守に基づいた社内規定等も制定
し、対応しています。

活力ある職場づくり（p9）
部門間、各部内において社内情報の共有は私達の生業か
ら見て、最も重要な活動です。福利厚生の充実も含めて、や
りがいのある職場作りを目指しています。

次世代の人材育成支援（p6）
2008年より継続している、ECO REPORT WAY 21、ま
たこのCOP制作をはじめ、大学との連携を深めながら、次
世代を担う人材育成の支援を行っています。

環境保全・環境配慮
2002年にISO14001を取得。当初は「紙・ごみ・電気」の
低減目標の遂行からスタートし、9年目を迎える現在では、
事業と連動した目標を設定。顧客企業様に向けてＩＣＴや
CSRによる環境配慮サービスの提供に向けて、マネジメン
トシステムを運用、取組んでいます。

社会貢献
国際貢献活動である「エコキャップ運動」に賛同し、キャッ
プを集めてワクチンの寄与支援の活動を行っています。ま
た、カラーユニバーサルデザイン機構※2の賛助会員とな
り、企業のコミュニケーション活動におけるカラーユニ
バーサルデザインの推奨を行っています。

２００８年、コンプライアンスに関する態勢を整備するとともに、その一環として、社員一人ひとりが

特に留意すべき事項を「企業倫理綱領」（企業倫理規範及び企業行動基準）としてまとめました。

コンプライアンス（p7.8）

※1:1999年に、コフィー・アナン国連事務総長（当時）が提唱し、2000年
に国連本部で正式に発足した、持続可能な成長を実現するための自発的
な世界的枠組みです。賛同する参加企業は責任ある創造的なリーダーシッ
プを発揮し、トップのコミットメントのもとに、「グローバル･コンパクト10原
則（人権、労働基準、環境、腐敗防止）」と「ミレニアム開発目標」の実現に向
けて努力を継続することを求めています。

※２:社会の色彩環境を多様な色覚を持つさまざまな人々にとって使いやすいものに改善してゆ
くことで、「人にやさしい社会づくり」をめざすNPO 法人。社会環境の色彩設計をする個人や企
業、団体に対し、設計する側の意識を喚起し、結果として実社会の色彩環境が色弱者のみなら
ず多様な色覚を持つ一般市民にとっても、より配慮されたものに改善していくことを目的に設立
された特定非営利活動法人です。社会の色彩環境を多様な色覚を持つさまざまな人々にとって
使いやすいものに改善してゆくことで、「人にやさしい社会づくり」を目指しています。

TOPICS
特  集

大学内での取組み

武蔵野大学 環境学部「ECO REPORT WAY 21」の
学生メンバーとともに。

2009年
エコプロダクツ展
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ECO REPORT WAY 21

社会に対する責任のある行動

社員の
社会に対する関心の醸成

社員の
仕事に対する誇りの醸成

より良い企業市民へ

Approach on CSR

社会の成熟化、情報技術の飛躍的な進展に伴い、
企業は、自身を取巻く様々な環境と無縁ではいられなくなりました。

企業は自身の利益のみを追求するのでは無く、自身を取巻く環境と共に共生していかなければなりません。
小さくとも社会に必要とされる企業を目指し、

私たちを取巻く社会と積極的に関わり、その責務を果たしていきたいと思います。
私たちは、事業の社会的責務である情報資産の管理や、持続可能な社会のための環境保全、

そして次世代を担う若者の育成などを通じて社会に貢献しています。

CSRへの取組み

グローバルコンパクトへの参加

産学連携による 「WIN-WIN型 教育プログラム」 

 ECO REPORT WAY 21による 
学生のWin  企業のWin  

●日頃の研究を実践できる機会 
●コミュニケーションスキルの向上 
●自身の就職活動等に向けた企業研究 
●企業で働く人々との交流 
●エコプロダクツ展への出展、プレゼンテーション 

●現報告書の有効活用、読者数の拡大 
●学生の企業に対する理解の向上 
●次世代の人材育成という社会貢献 
●報告書制作や活動改善の参考 
●企業が欲しい人材の発見 

2008年より、企業からご提供いただいた「CSR・環境報告書」を

次世代の主役となる20代の若者 （学生）たちが丹念に読み解き、

「21の指標」をもとに分析・評価しています。分析・評価結果につ

いては、レポートにまとめ、学生が企業に訪問し、報告とともに意

見交換する場を設けています。

企業が未来に向けて「環境意識の高い人材」を育むことは、「人」

に焦点を当てた、『CSR』の一つと考えます。学生にとっては、企

業との接点を持つことにより、より実践的な活動機会を得ること

ができます。また、この活動では、自ら考え、行動するPDCAサイ

クルの実践により「自律型人材への成長」を目指しています。

ニッセイエブロ株式会社は、CSR活動に積極的に取組む上で国連の提唱する企業の自主行動原則で
ある『グローバル・コンパクト※１』への支持を表明。当社社長による書簡を国連事務総長に提出、受理
され、2010年1月6日付で国連グローバル・コンパクトへ正式に参加しました。
今後は、国連グローバル・コンパクトの10原則を社内外に浸透・周知させるよう努めるとともに、10原
則に関する当社の取組み状況を積極的に公開してまいります。

ニッセイエブロ株式会社はCSR活動の一環として「次世代の人材育成支援」を行っています。
その中の一つである「ECO REPORT WAY 21」を紹介いたします。

P
D

C
A

エコプロダクツ展に成果報告す
ることを1年間の到達地点とし、企
業選定、役割分担等計画を立てる

企業のCSR報告書の分析・評価
を行い、評価した企業に訪問し、
評価結果を報告する 

エコプロダクツ展への出展を通
して来場者の意見等を集約。活
動の課題を洗い出す 

次年度に向けてさらに本プログ
ラムが学生・企業に有益な内容
になるための施策を打つ 

正直、はじめは、どうなっていくのか？？？と言う場面の
多い取組みでした。 キックオフ当時は、学生の皆さん
も慣れない中、大変だったと思います。現在、三年目と
なり、先輩から後輩へと継承され、矢内学部長、佐々木
教授のもと、彼らは自律的に考え、行動できるように
なっています。 一方、企業のご協力も頂き進めてきた
中、企業担当者からも多くの好評を得ています。 また、
学生のモチベーションも高く、教授からも日頃、大学で学んでいる事を、こ
のような機会で発揮できる場は、キャリア教育の面でも有効であるとの言
葉を頂いています。
学生というと社会人からは、兎角「まだ何も分かっていない」等と言われが
ちです。しかし、それは私たちが学生だった時も、同じであり、企業の色に
染まっていないからこそ、まっすぐに考え、意見できることも多いと知りま
した。 企業にとって将来のステークホルダーになりうる彼らの視点は、時
に企業に身を置く側にとって、気がつかないことを教えられたりすることも
あるようです。 
このECO REPORT WAY 21が企業と学生にとって、さらにWin-Winな取
組みに発展させていきたいと願っています。これからも次世代を担う学生の
「まっすぐな」心意気に、エールを送りつつ、私たちも取組んでいきます。 

有意義な活動内容に惹かれ入りました。
授業内での発表を聞き、自分も大勢の人の前でこんな
に堂 と々発表したいと思ったのが、このプロジェクトに
興味を持ったきっかけです。また活動内容も、学生の
うちに企業の方と直接お話しをする機会がとても有意
義なことであり、魅力的に感じました。将来のために自
分を成長させてくれる場だと思い、このプロジェクトに
入りました。

授業では学べない企業の環境活動を知れました。
環境学科生として授業でも環境について勉強していますが、それを実践
的に学ぶ場はなかなかありません。この活動では、報告書を読むことで企
業が行っている環境活動や法令について知ることができ、授業で学んだ
内容もアウトプットすることができます。また、興味のある業種の環境政策
についても深く知ることができ、自分の将来について真剣に考える様にな
りました。

さらに上を目指し、貪欲に進みたい。
プロジェクト全体の目標は、先輩たちが築き上げた実績をさらに上回る
様、貪欲な気持ちで活動したいと考えています。企業に訪問するだけでな
くエコプロダクツ展で自分たちの活動を一般の人にアピールで
きるので、そこで第三者の意見をいただき活動に反映させたい
と思っています。また、自分自身、より環境や社会の知識を深め、
卒業後にその知識を活かせる様な活動をしたいと考えていま
す。企業の方とお話をする機会も多いので、マナーをしっかりと
身につけ社会に出ても恥をかかない社会人になりたいです。

武蔵野大学 
環境学部 2年
小野 弘祐（次期リーダー）

ニッセイエブロ株式会社
伊関 直人

情報セキュリティ
個人情報はもとより、情報資産全体を厳格に管理すべく、
ISO27001/ISMSの認証取得に向け、マネジメントシステ
ムを現在、構築中です。

法規制遵守（ｐ.9）
個人情報保護法を遵守するために、プライバシーマークを
取得。その他、各法規遵守に基づいた社内規定等も制定
し、対応しています。

活力ある職場づくり（p.9）
部門間、各部内において社内情報の共有は私達の生業か
ら見て、最も重要な活動です。福利厚生の充実も含めて、や
りがいのある職場作りを目指しています。

次世代の人材育成支援（p.6）
2008年より継続している、ECO REPORT WAY 21、ま
たこのCOP制作をはじめ、大学との連携を深めながら、次
世代を担う人材育成の支援を行っています。

環境保全・環境配慮
2002年にISO14001を取得。当初は「紙・ごみ・電気」の
低減目標の遂行からスタートし、9年目を迎える現在では、
事業と連動した目標を設定、顧客企業様に向けてＩＣＴや
CSRによる環境配慮サービスの提供に向けて、マネジメン
トシステムを運用、取組んでいます。

社会貢献
国際貢献活動である「エコキャップ運動」に賛同し、キャッ
プを集めてワクチンの寄与支援の活動を行っています。ま
た、カラーユニバーサルデザイン機構※2の賛助会員とな
り、企業のコミュニケーション活動におけるカラーユニ
バーサルデザインの推奨を行っています。

２００８年、コンプライアンスに関する態勢を整備するとともに、その一環として、社員一人ひとりが

特に留意すべき事項を「企業倫理綱領」（企業倫理規範及び企業行動基準）としてまとめました。

コンプライアンス（p7.8）

※1:1999年に、コフィー・アナン国連事務総長（当時）が提唱し、2000年
に国連本部で正式に発足した、持続可能な成長を実現するための自発的
な世界的枠組みです。賛同する参加企業は責任ある創造的なリーダーシッ
プを発揮し、トップのコミットメントのもとに、「グローバル･コンパクト10原
則（人権、労働基準、環境、腐敗防止）」と「ミレニアム開発目標」の実現に向
けて努力を継続することを求めています。

※２:社会の色彩環境を多様な色覚を持つさまざまな人々にとって使いやすいものに改善してゆ
くことで、「人にやさしい社会づくり」をめざすNPO 法人。社会環境の色彩設計をする個人や企
業、団体に対し、設計する側の意識を喚起し、結果として実社会の色彩環境が色弱者のみなら
ず多様な色覚を持つ一般市民にとっても、より配慮されたものに改善していくことを目的に設立
された特定非営利活動法人です。社会の色彩環境を多様な色覚を持つさまざまな人々にとって
使いやすいものに改善してゆくことで、「人にやさしい社会づくり」を目指しています。

TOPICS
特  集

大学内での取組み

武蔵野大学 環境学部「ECO REPORT WAY 21」の
学生メンバーとともに。
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営業部
第2グループ
チームリーダー
井上 良介

企画制作部
生産管理グループ
マネジャー
坂口 淳

この研修を受けて、今まで自分に関係
ないと思っていた法令についても自
分の業務に関係していると気付きま
した。自分が直接携わる部分だけで
はなく会社全体に視野を置いた時、
自分の業務が会社の利益につながる
までにどのような法令を守らなくては
ならないかを知ることができました。
業務を行う上で法令遵守の重要性は
肌で感じていますが、この教育研修を
受けて大切さを再認識しました。

コンプライアンスの周知徹底を心掛けていますが、その重要性が理解されているのか社
員へのインタビューを行いました。
研修を受けて感じた率直な意見を知ることで、今回のレポートのテーマである「見える化」
を実現し、今後の研修制度やコンプライアンスについての良い点または改善点を発見して
いきたいと思います。

高い倫理観をもって、法令その他の社会規範を遵守し、公正で健全な企業活動を行います。

優れた製品・サービスの提供を通じて社会に貢献します。

社員の品格・個性を尊重し、ゆとりのある豊かな職場環境を実現します。

ステークホルダーの立場を尊重し、共生を図っていきます。

環境の保全と豊かで住みやすい社会づくりに貢献します。

業務でお客様の個人情報を取り扱
うことが多くあり、常日頃からコンプ
ライアンスについて意識しています。
些細なミスが大きなミスに発展する
可能性があると常に意識し、未然に
防ぐように心がけています。コンプラ
イアンスの教育研修は、自分の業務
でどのような場面に危険があるのか
を認識し、さらなる意識付けする場
として必要だと感じています。

グラフからも分かるように、「理解している」
が９７％と、意識の高さを感じます。ニッセイ
エブロは業務遂行上、様々な法令に関わっ
ています。そのため「機密情報管理・著作権・
下請法など多くの法令遵守を意識しながら
毎日の業務を行っている」という声や、「社会
人としてのモラルや一人の人間としての倫
理観も前提として意識している」という声も
ありました。また、「法令を越えた高い倫理観
を持つ社員によって、お客様や社会からの信
頼を築き、その信頼関係が保たれると考え
ている」など、信頼性を得るためにもコンプラ
イアンスは重要な要件と考えられます。

約９割の社員が教育研修の必要性を感じて
いると答えました。その理由として、「コンプ
ライアンスは社会人の必須事項であり、企業
責任として求められていること。研修は社内
のコンプライアンスに対する様々な意識レベ
ルを高い次元で統一し、社員一人一人のベ
クトルを合わせる機会だと思います」という
意見がありました。また「時間がない」「資料
の常備が良い」との理由から「必要ない」と
答えた人もいました。2008年7月に行った
研修から2年が経ち、社会のコンプライアン
スに求める要望も変化してきています。緊張
感を維持し、社会が求めるコンプライアンス
のニーズと乖離させないためにも定期的な
研修が継続されることが望まれます。

グラフをみると多い順に「eラーニング」「全
社集合研修」「必要に応じて勉強会」という
結果になりました。「その他」の意見には、
「専門別の集合研修」が挙げられます。「社員
の意識が希薄になりつつあるように感じる」
という意見があり、現在行っている
ISO14001やプライバシーマークに関連し
たマニュアル・研修の他に、「業務上でコンプ
ライアンスの重大な過ちに陥りがちな著作
権や景観法、ITに関しての研修や商品に特
化した勉強会などを実施することで、よりコ
ンプライアンスの意識向上につながる」とい
う意見がありました。今後も研修を定期的に
実施し、PDCAを確実に行うことで、より良
き企業市民に近づけると考えます。

Interview

平成22年11月12日に、全社員を対象としたコンプライアンスに関するアンケートを
実施し、社員のコンプライアンスに対する意識を知ることができました。また、研修に対し
ての社員の思いや要望も知ることができました。この二つの「見える化」は、今後の活動に
対する改善提案に繋げていきます。

信　条
原則原理を重んじる

原則原理は全ての事象に適用することができ、全ての変化に対応できます。

信用を大切にする
信用こそが第一の経営資源であり、これを保ちつづけることが、未来を確かなものにします。

変化を恐れず、怠らず
めまぐるしく変化する外部環境を常にウォッチし、柔軟かつ迅速に対応していきます。

チャレンジ精神を持ち続ける
挑戦者の精神で、常に新しい発想と変革意識をもって取り組んでいきます。

堅実経営を心掛ける
短絡的な利益の追求ではなく、長期的な視点に立って持続可能性をめざします。

会社の品格を大切にする
私たちを取り巻く「つながり」を大切にし、本業を通じて誠実に「社会」へ貢献していきます。 Research

当社のコンプライアンスについて
理解していますか？

コンプライアンスの教育研修は
必要だと思いますか？

どのような教育研修が
有効だと思いますか？

企業倫理規範

コンプライアンスの態勢について

コンプライアンスの周知徹底を図るために、教育研修を実施し
ております。弁護士の方を講師にお招きし、役員に向けて研修を
行ったほか、全社員に向けて契約・販売・債権回収について研修
を行ってまいりました。こうした研修を行うことで、会社が経営
課題としてコンプライアンスを重要視していることを社員に示
すことができ、コンプライアンスの徹底を図ることができます。 

コンプライアンスの徹底を図るために、コンプライアンス
委員会を設置いたしました。
この体制では、不正の恐れを感じた場合に安心して通報
するために社外・社内の両方に窓口を設置しております。
電話やメール等の様々な方法で通報でき、どの手段にお
いても匿名性が守られるよう徹底しております。

社　是

我々は仕事を通して成長し
仕事を通して

豊かで充実した人生を送ります

コンプライアンスの周知徹底
研修制度について

法規範はもちろん、社会規範も重んじる、
意識の高い社員を育成しております 

!

良く理解している

絶対必要

全社集合研修
まあまあ理解している

分からない

15％

35％

32％

あったら良いと思う
56％

必要に応じて
部門内で勉強会等 eラーニング

その他

27％ 35％

必要ない
6％

6％

82％

3％ 分からない 3％

研修を受けて

コンプライアンスアンケート

コ ン プ ラ イア ンス
COMPLIANCE

私たちが「より良き企業市民」として社会に貢献していくためには、そ
の大前提として法令・社会規範・倫理を遵守することが求められます。
企業活動におけるコンプライアンスとは、そこで働く社員一人ひとり
の行動の積み重ねであり、社員全員が法令遵守することは当然のこ
とと考えられます。さらに、当社の企業理念を実現し、様々なステーク
ホルダー（利害関係者）と共生していくため、社是、信条に則り、企業倫
理規範に基づいて行動しております。

0807

事務局

社外窓口 社内窓口

コンプライアンス委員会

内部通報制度

（顧問弁護士） （コンプライアンス担当部門）
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この研修を受けて、今まで自分に関係
ないと思っていた法令についても自
分の業務に関係していると気付きま
した。自分が直接携わる部分だけで
はなく会社全体に視野を置いた時、
自分の業務が会社の利益につながる
までにどのような法令を守らなくては
ならないかを知ることができました。
業務を行う上で法令遵守の重要性は
肌で感じていますが、この教育研修を
受けて大切さを再認識しました。

コンプライアンスの周知徹底を心掛けていますが、その重要性が理解されているのか社
員へのインタビューを行いました。
研修を受けて感じた率直な意見を知ることで、今回のレポートのテーマである「見える化」
を実現し、今後の研修制度やコンプライアンスについての良い点または改善点を発見して
いきたいと思います。

高い倫理観をもって、法令その他の社会規範を遵守し、公正で健全な企業活動を行います。

優れた製品・サービスの提供を通じて社会に貢献します。

社員の品格・個性を尊重し、ゆとりのある豊かな職場環境を実現します。

ステークホルダーの立場を尊重し、共生を図っていきます。

環境の保全と豊かで住みやすい社会づくりに貢献します。

業務でお客様の個人情報を取り扱
うことが多くあり、常日頃からコンプ
ライアンスについて意識しています。
些細なミスが大きなミスに発展する
可能性があると常に意識し、未然に
防ぐように心がけています。コンプラ
イアンスの教育研修は、自分の業務
でどのような場面に危険があるのか
を認識し、さらなる意識付けする場
として必要だと感じています。

グラフからも分かるように、「理解している」
が９７％と、意識の高さを感じます。ニッセイ
エブロは業務遂行上、様々な法令に関わっ
ています。そのため「機密情報管理・著作権・
下請法など多くの法令遵守を意識しながら
毎日の業務を行っている」という声や、「社会
人としてのモラルや一人の人間としての倫
理観も前提として意識している」という声も
ありました。また、「法令を越えた高い倫理観
を持つ社員によって、お客様や社会からの信
頼を築き、その信頼関係が保たれると考え
ている」など、信頼性を得るためにもコンプラ
イアンスは重要な要件と考えられます。

約９割の社員が教育研修の必要性を感じて
いると答えました。その理由として、「コンプ
ライアンスは社会人の必須事項であり、企業
責任として求められていること。研修は社内
のコンプライアンスに対する様々な意識レベ
ルを高い次元で統一し、社員一人一人のベ
クトルを合わせる機会だと思います」という
意見がありました。また「時間がない」「資料
の常備が良い」との理由から「必要ない」と
答えた人もいました。2008年7月に行った
研修から2年が経ち、社会のコンプライアン
スに求める要望も変化してきています。緊張
感を維持し、社会が求めるコンプライアンス
のニーズと乖離させないためにも定期的な
研修が継続されることが望まれます。

グラフをみると多い順に「eラーニング」「全
社集合研修」「必要に応じて勉強会」という
結果になりました。「その他」の意見には、
「専門別の集合研修」が挙げられます。「社員
の意識が希薄になりつつあるように感じる」
という意見があり、現在行っている
ISO14001やプライバシーマークに関連し
たマニュアル・研修の他に、「業務上でコンプ
ライアンスの重大な過ちに陥りがちな著作
権や景観法、ITに関しての研修や商品に特
化した勉強会などを実施することで、よりコ
ンプライアンスの意識向上につながる」とい
う意見がありました。今後も研修を定期的に
実施し、PDCAを確実に行うことで、より良
き企業市民に近づけると考えます。

Interview

平成22年11月12日に、全社員を対象としたコンプライアンスに関するアンケートを
実施し、社員のコンプライアンスに対する意識を知ることができました。また、研修に対し
ての社員の思いや要望も知ることができました。この二つの「見える化」は、今後の活動に
対する改善提案に繋げていきます。

信　条
原則原理を重んじる

原則原理は全ての事象に適用することができ、全ての変化に対応できます。

信用を大切にする
信用こそが第一の経営資源であり、これを保ちつづけることが、未来を確かなものにします。

変化を恐れず、怠らず
めまぐるしく変化する外部環境を常にウォッチし、柔軟かつ迅速に対応していきます。

チャレンジ精神を持ち続ける
挑戦者の精神で、常に新しい発想と変革意識をもって取り組んでいきます。

堅実経営を心掛ける
短絡的な利益の追求ではなく、長期的な視点に立って持続可能性をめざします。

会社の品格を大切にする
私たちを取り巻く「つながり」を大切にし、本業を通じて誠実に「社会」へ貢献していきます。 Research

当社のコンプライアンスについて
理解していますか？

コンプライアンスの教育研修は
必要だと思いますか？

どのような教育研修が
有効だと思いますか？

企業倫理規範

コンプライアンスの態勢について

コンプライアンスの周知徹底を図るために、教育研修を実施し
ております。弁護士の方を講師にお招きし、役員に向けて研修を
行ったほか、全社員に向けて契約・販売・債権回収について研修
を行ってまいりました。こうした研修を行うことで、会社が経営
課題としてコンプライアンスを重要視していることを社員に示
すことができ、コンプライアンスの徹底を図ることができます。 

コンプライアンスの徹底を図るために、コンプライアンス
委員会を設置いたしました。
この体制では、不正の恐れを感じた場合に安心して通報
するために社外・社内の両方に窓口を設置しております。
電話やメール等の様々な方法で通報でき、どの手段にお
いても匿名性が守られるよう徹底しております。

社　是

我々は仕事を通して成長し
仕事を通して

豊かで充実した人生を送ります

コンプライアンスの周知徹底
研修制度について

法規範はもちろん、社会規範も重んじる、
意識の高い社員を育成しております 

!

良く理解している

絶対必要

全社集合研修
まあまあ理解している

分からない

15％

35％

32％

あったら良いと思う
56％

必要に応じて
部門内で勉強会等 eラーニング

その他

27％ 35％

必要ない
6％

6％

82％

3％ 分からない 3％

研修を受けて

コンプライアンスアンケート

コ ン プ ラ イア ンス
COMPLIANCE

私たちが「より良き企業市民」として社会に貢献していくためには、そ
の大前提として法令・社会規範・倫理を遵守することが求められます。
企業活動におけるコンプライアンスとは、そこで働く社員一人ひとり
の行動の積み重ねであり、社員全員が法令遵守することは当然のこ
とと考えられます。さらに、当社の企業理念を実現し、様々なステーク
ホルダー（利害関係者）と共生していくため、社是、信条に則り、企業倫
理規範に基づいて行動しております。

0807

事務局

社外窓口 社内窓口

コンプライアンス委員会

内部通報制度

（顧問弁護士） （コンプライアンス担当部門）
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企画制作部
制作グループ
プランナー
山田 衿子

営業部
第３グループ
平沢 敬子

企画制作部
情報技術グループ
山岸 千鶴

営業部
第３グループ
担当マネージャー
鈴木 浩二

企画制作部
制作グループ
塚越 恵美子

総務部
人事課リーダー
石原 直人

武蔵野大学 3年
久保川 みのり

外部の人間である私たちに
会社の大切な情報を「見える
化」し、レポートを作成するの
は大変な決断であったと思
います。このような機会をい
ただけたことを、感謝申し上
げます。今回のレポートを通
して、会社を見直すきっかけ
になったのではないでしょう
か。よりよい企業へと一丸と
なって進んでいく姿を、次回
のレポートでは示していただ
けたらと思います。

Communication on Progress発行にあたって
-キャリア教育プロジェクト-

当社のような中小企業が社会に貢献する上で、GRIガイドラインへの準拠、
ISO26000への対応など、大手企業のように人的リソースを割いて実施す
ることは極めて困難です。
このため私たちは、社会貢献活動を行いながら活動内容の質を高め、より
良き企業市民を目指す手法として、COPを通じてPDCAサイクルを回しな
がら自社の成長を目指すことができるグローバル・コンパクトへの参画を決
定いたしました。
COPの発行にあたっては、社会貢献活動のひとつの取組として、環境教育
の一環として大学との協働による大学生によるサステナブルレポートの作
成というプロジェクトを立ち上げました。

青色は、私たちが目指す企業姿勢である「誠実さ」を表現し、白い2つの曲線は、
会社と社員、会社とステークホルダーの方々が、誠実にしなやかに関係しながら、
お互い継続的に発展していくことをイメージしています。

今回のCOP制作プロジェクトについて

表紙について

エブロは、人柄の良さをお客様から
評価されることがあります。社員の
人柄が当社の信頼性につながり、長
くお付き合いさせて頂いている。こ
うした声をよく聞きます。当社の社
長の人柄が社員に伝わり、会社全体
にも良い雰囲気が根付いています。

仕事上、プライベート上、どちらも社員同
士仲が良いのが特徴です。目標に向かっ
てチームで一致団結して取組んでいま
す。しかし、ビジネスにおいては仲が良い
とお互いに意見を言い合い刺激し合うこ
とが無くなる一面もあります。仲が良い
からこそお互いを刺激し合えるチーム
ワークを築き、より良い商品を提供でき
るように努めることが課題です。

労 働 環 境

■法定福利（健康保険、厚生年金、
　厚生年金基金、雇用保険、労災保険）
■研修支援
　資格取得支援制度があり、受験料の
減免や、合格時の報奨金授与を行っ
ています。

　また研修会社との契約により、講座
選択方式による外部研修が受講で
きる体制を整えています。

■永年勤続表彰制度
　10、20、30年勤続の方に表彰を
行っています。

■健康保険組合による福利厚生
　東京文具販売健康保険組合に加入
しています。

■エブロ賞
　社内基準を設け、業績向上等に功績
のあった者、研究開発、改良工夫等
に顕著な功績があった者を対象と
しています。

Free Session

Editor's note

WORKING ENVIRONMENT

ニッセイエブロのいいところ

女性の働きやすさ

福利厚生について

①産前産後の休業規定（労働基準法
第65条に基づく規定）

②母性健康管理のための休暇等の規
定（男女雇用機会均等法第12条、
第13条、同施行規則第2条の3に
基づく規定）

③育児休業・介護休業（育児・介護休
業法に基づく規定）

④子の看護休暇（育児・介護休業法に
基づく規定）

女性の労働保護規定について

自 由
人柄がよい

仲がよい
人柄がよい

　当社では、女性の労働保護規定とし
て、関係法令に基づき、下記の休暇･
休業制度を規定しています。

病気になった時は
6割の傷病手当を
受け、時短措置を認
めてもらいました。

休暇制度利用中の
方のサポートをチー
ム内で行い、復帰し
やすい環境づくりを
しています。

性別で差別される
ことなく女性も男
性と対等に仕事を
任せられています。

編集後記

これは当社の社会貢献活動としてのキャリア教育の一環としてばかりでは
なく、理想に溢れ、今後の社会をリードする、ある意味新鮮で厳しい大学生
の方々の目から当社を評価していただくことにより、改めて私たち自身が襟
を正す機会となると考えたからです。
本COPは、編集企画から編集方針の決定、編集内容に至るまで、大学生の
方 と々協働で制作いたしました。
本プロジェクトを通して、これまで行ってきた企業活動をGCの10の原則に
基づいて棚卸作業をすることができました。
今後はCOPの社内浸透を図り、大学生の方々からご指摘いただいた意見
に真摯に向き合い、ご参加いただいた大学生の方々に恥じない改善を行っ
てまいりたいと考えます。
最後に、本COPの制作にあたり、多大なご協力を賜りました武蔵野大学環
境学部佐々木重邦教授、環境学部3年の宇内友里恵さん、宮田友理さん、
久保川みのりさんに感謝申し上げます。

ニッセイエブロ株式会社　グローバル･コンパクト推進委員会

当佐々木ゼミの主要テーマは、環境経営施策です。前期ゼミは、学生が各
自環境経営施策の選定、調査・検討、プレゼンを行い、知識の共有化を目標
に、また後期ゼミは、共有化した環境経営施策の知識を基に活動テーマの
設定、計画立案、実行、活動の評価・見直し、いわゆるPDCAサイクルを回
すことを目標にしました。ちょうど後期のゼミが始まる前にニッセイエブロ
株式会社から今回のCOP制作プロジェクトのお話を頂きました。「ECO 
REPORT WAY 21」活動の中心メンバーで、これまでの分析・評価の活動

からステップ・アップして自ら報告書を作成したいという強い思いを持った
3名が手を挙げました。
9月28日のキックオフから活動を開始し、ニッセイエブロ株式会社の方 と々
連携して作業を行い、COPの完成に至りました。今回のCOP制作プロジェ
クトは、学生が主体的にアイデアを出し、企業の方々と連携して、責任を
持ってプロジェクトをやり遂げるという貴重な体験により学生の自信にな
り、成長を促しました。また企業と連携した新たなゼミ活動の形を示すこと
ができたと思います。このような機会を与えていただいたニッセイエブロ株
式会社に感謝いたします。
 武蔵野大学 環境学部 教授　佐々木 重邦

当社が幅広く様々な事業を行ってい
るのは、今日までに自分たちのやれ
ることを広げていった結果だと考え
ています。自分たちができるものを
ビジネスチャンスと捉え、事業化して
いく自由で柔軟な環境があったから
だと考えています。

企画制作部
情報技術グループ
グループマネージャー
瓜本 夏樹 

企画制作部
情報技術グループ
グループマネージャー
瓜本 夏樹 

ニッセイエブロ様には、学生
のうちに実際の業務に近い
作業を体験させていただき
貴重な経験となり感謝してい
ます。このCOPレポートを作
成する中で、社員の方たち同
士の仲が良く、団結力がある
ことが分かりました。この
チームワークを強みに、レ
ポートで「見える化」された改
善点に取組み、PDCAサイク
ルを築いていけたら効果的だ
と思います。

武蔵野大学 
環境学部環境学科
環境学専攻 3年
（本プロジェクトリーダー）

宇内 友里恵

武蔵野大学
環境学部環境学科
環境学専攻 3年
（ECO REPORT WAY 21
前リーダー）

久保川 みのり

アンケートやインタビューに
より、社会人の生の声を聞く
貴重な体験ができました。イ
ンタビューで出た意見を今後
の研修や業務に反映されれ
ば、さらなる飛躍が期待でき
ると思います。この報告書を
社員自身が会社を知る1つの
ツールとして、また社会に
「ニッセイエブロ」をアピール
するきっかけとして利用し、
次のステップへ繋げてほしい
です。

武蔵野大学
環境学部環境学科
環境学専攻 3年

宮田 友理

私たちが目指す「より良き企業」は、「より良き社員」によって構築されます。
「より良き社員」の育成は、一朝一夕に成せるものではありません。
私たちは、この最も重要な課題を、将来にわたって継続して取組んでまいります。 本COPの企画制作に協働いただいた3名の学生の皆さんに「編集後記」を書いてもらいました。
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るように努めることが課題です。

労 働 環 境

■法定福利（健康保険、厚生年金、
　厚生年金基金、雇用保険、労災保険）
■研修支援
　資格取得支援制度があり、受験料の
減免や、合格時の報奨金授与を行っ
ています。

　また研修会社との契約により、講座
選択方式による外部研修が受講で
きる体制を整えています。

■永年勤続表彰制度
　10、20、30年勤続の方に表彰を
行っています。

■健康保険組合による福利厚生
　東京文具販売健康保険組合に加入
しています。

■エブロ賞
　社内基準を設け、業績向上等に功績
のあった者、研究開発、改良工夫等
に顕著な功績があった者を対象と
しています。

Free Session

Editor's note

WORKING ENVIRONMENT

ニッセイエブロのいいところ

女性の働きやすさ

福利厚生について

①産前産後の休業規定（労働基準法
第65条に基づく規定）

②母性健康管理のための休暇等の規
定（男女雇用機会均等法第12条、
第13条、同施行規則第2条の3に
基づく規定）

③育児休業・介護休業（育児・介護休
業法に基づく規定）

④子の看護休暇（育児・介護休業法に
基づく規定）

女性の労働保護規定について

自 由
人柄がよい

仲がよい
人柄がよい

　当社では、女性の労働保護規定とし
て、関係法令に基づき、下記の休暇･
休業制度を規定しています。

病気になった時は
6割の傷病手当を
受け、時短措置を認
めてもらいました。

休暇制度利用中の
方のサポートをチー
ム内で行い、復帰し
やすい環境づくりを
しています。

性別で差別される
ことなく女性も男
性と対等に仕事を
任せられています。

編集後記

これは当社の社会貢献活動としてのキャリア教育の一環としてばかりでは
なく、理想に溢れ、今後の社会をリードする、ある意味新鮮で厳しい大学生
の方々の目から当社を評価していただくことにより、改めて私たち自身が襟
を正す機会となると考えたからです。
本COPは、編集企画から編集方針の決定、編集内容に至るまで、大学生の
方 と々協働で制作いたしました。
本プロジェクトを通して、これまで行ってきた企業活動をGCの10の原則に
基づいて棚卸作業をすることができました。
今後はCOPの社内浸透を図り、大学生の方々からご指摘いただいた意見
に真摯に向き合い、ご参加いただいた大学生の方々に恥じない改善を行っ
てまいりたいと考えます。
最後に、本COPの制作にあたり、多大なご協力を賜りました武蔵野大学環
境学部佐々木重邦教授、環境学部3年の宇内友里恵さん、宮田友理さん、
久保川みのりさんに感謝申し上げます。

ニッセイエブロ株式会社　グローバル･コンパクト推進委員会

当佐々木ゼミの主要テーマは、環境経営施策です。前期ゼミは、学生が各
自環境経営施策の選定、調査・検討、プレゼンを行い、知識の共有化を目標
に、また後期ゼミは、共有化した環境経営施策の知識を基に活動テーマの
設定、計画立案、実行、活動の評価・見直し、いわゆるPDCAサイクルを回
すことを目標にしました。ちょうど後期のゼミが始まる前にニッセイエブロ
株式会社から今回のCOP制作プロジェクトのお話を頂きました。「ECO 
REPORT WAY 21」活動の中心メンバーで、これまでの分析・評価の活動

からステップ・アップして自ら報告書を作成したいという強い思いを持った
3名が手を挙げました。
9月28日のキックオフから活動を開始し、ニッセイエブロ株式会社の方 と々
連携して作業を行い、COPの完成に至りました。今回のCOP制作プロジェ
クトは、学生が主体的にアイデアを出し、企業の方々と連携して、責任を
持ってプロジェクトをやり遂げるという貴重な体験により学生の自信にな
り、成長を促しました。また企業と連携した新たなゼミ活動の形を示すこと
ができたと思います。このような機会を与えていただいたニッセイエブロ株
式会社に感謝いたします。
 武蔵野大学 環境学部 教授　佐々木 重邦

当社が幅広く様々な事業を行ってい
るのは、今日までに自分たちのやれ
ることを広げていった結果だと考え
ています。自分たちができるものを
ビジネスチャンスと捉え、事業化して
いく自由で柔軟な環境があったから
だと考えています。

企画制作部
情報技術グループ
グループマネージャー
瓜本 夏樹 

企画制作部
情報技術グループ
グループマネージャー
瓜本 夏樹 

ニッセイエブロ様には、学生
のうちに実際の業務に近い
作業を体験させていただき
貴重な経験となり感謝してい
ます。このCOPレポートを作
成する中で、社員の方たち同
士の仲が良く、団結力がある
ことが分かりました。この
チームワークを強みに、レ
ポートで「見える化」された改
善点に取組み、PDCAサイク
ルを築いていけたら効果的だ
と思います。

武蔵野大学 
環境学部環境学科
環境学専攻 3年
（本プロジェクトリーダー）

宇内 友里恵

武蔵野大学
環境学部環境学科
環境学専攻 3年
（ECO REPORT WAY 21
前リーダー）

久保川 みのり

アンケートやインタビューに
より、社会人の生の声を聞く
貴重な体験ができました。イ
ンタビューで出た意見を今後
の研修や業務に反映されれ
ば、さらなる飛躍が期待でき
ると思います。この報告書を
社員自身が会社を知る1つの
ツールとして、また社会に
「ニッセイエブロ」をアピール
するきっかけとして利用し、
次のステップへ繋げてほしい
です。

武蔵野大学
環境学部環境学科
環境学専攻 3年

宮田 友理

私たちが目指す「より良き企業」は、「より良き社員」によって構築されます。
「より良き社員」の育成は、一朝一夕に成せるものではありません。
私たちは、この最も重要な課題を、将来にわたって継続して取組んでまいります。 本COPの企画制作に協働いただいた3名の学生の皆さんに「編集後記」を書いてもらいました。
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グローバル･コンパクト活動報告

Eblo Report 2010
Communication on Progress

人権分野に関する活動報告

評 価 【本年度活動内容】
休暇制度がきちんと整えられ、社員の人
権を大切にしていることが分かる。また、
カラーユニバーサルデザインを推奨する
など、多くの人にとっての平等をかなえよ
うとしていることが分かる。

※この活動報告は、本レポート制作に関わった武蔵野大学 環境学部 佐々木重邦ゼミCOP制作プロジェクトに、
　当社活動を「見える化」する中で得た内容を基に、客観的に評価していただきました。

【連絡先】
グローバルコンパクト推進委員会  野沢 功
E-mail : gc@eblo.co.jp 
Phone : ＋81-3-5733-5151　Fax : +81-3-5733-5161

【来年度目標】
カラーユニバーサルデザインについては、
営業用ツールを整備し、年間を通じてカ
ラーユニバーサルデザインの普及活動を
実践する。

評 価

評 価

評 価

! 腐敗防止分野に関する活動報告

環境分野に関する活動報告

労働基準分野に関する活動報告

Eblo Report 2010

【本年度活動内容】
休暇制度が整えられていることが分かる
ほか、取得した社員の声を載せていること
が好印象。しかし、社員が取得しやすい状
況であるのかを示すような具体的な情報
提供があるとなお良い。

【来年度目標】
法規制遵守の規定をはじめ、それらの「社
内情報共有を最適化する」ことに焦点を
当て部門、個人レベルまで情報格差を解
消し、制度を有効に活用できる整備環境
を図る。

【本年度活動内容】
ISO14001の取得により環境保全に対
して興味を持ち、取り組んでいることが分
かる。具体的にどのような活動を行って
いるのかなどの情報があるとなお良い。

【来年度目標】
ISO14001で設定している、廃棄物再利
用率の向上をはじめ、事業内容と連動し
た環境目標（ICTソリューションサービ
ス、CSRコミュニケーション、その他環境
配慮型サービスの提供）を達成させる。

【本年度活動内容】
コンプライアンスの徹底のために体制が
整えられていることが分かる。周知徹底を
図るために研修を行っていること、そして
アンケートによってそれが効果を出してい
ることが分かり、透明性を感じる。

【来年度目標】
コンプライアンスアンケートの結果を精
査し、教育・研修を中心に具現させる。

Activity Report



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




